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超高速ルーティング検索機構の ����による実装

長野 光

今後の超大規模集積化システムには、高速化だけではなく、省電力化、設計容易化が求め

られている。そのため、集積化システムの高速化の有力な手段であるパイプライン処理機構

を、従来のクロック同期回路以外の方式によって実現する方法が求められている。

そこで、注目する自己タイミング型 ���� システムは、省電力性、高速性などの優れた

アーキテクチャの特性により、次世代特定用途向き ���として期待されている。加えて、将

来的には要求の多様化、集積化技術の進展等の要因により飛躍的にシステムが大規模複雑化

する事が予想される。このため、自己タイミング型 ���� システムを短期間で効果的に設

計、検証する環境の整備が急務となっている。

本研究では、自己タイミング型システムを前提として提案された超高速ルーティング検索

機構を ����用に設計し、性能評価を行うことで、自己タイミング型アーキテクチャを用

いたシステム開発において、システムの事前評価に ����の適用を応用することの優位性

を示した。
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